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遺跡名 要約

網野銚子山古墳
（第 9次）

前方部前面裾の調査を実施。後世の掘削が墳丘裾深くまで及んでいることが
わかった。

網野銚子山古墳
（第 10 次）

後円部のほぼ主軸上において調査を実施し、遺存状況が良好な上・中・下段
斜面の葺石や、１・２段目テラス及び墳頂部の埴輪列と礫敷を検出した。

網野銚子山古墳
（第 11 次）

上・中・下段斜面の葺石が良好に残っており、基底石のくびれが各段で確認
できた。また、各段で埴輪列を検出し、埴輪列のくびれが確認できたとともに、
２段目テラスはくびれから前方部に向けスローブ状に下っていることが判明
した。
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